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江戸川区立春江小学校 

学校長 小林 麻子 

栄養士 原村 恵  

 日暮
ひ ぐ

れが早
はや

くなり、秋
あき

の深
ふか

まりを感
かん

じる今日
き ょ う

この頃
ごろ

です。朝
あさ

・夕
ゆう

の冷
ひ

え込
こ

みが厳
きび

しくなってきました。

インフルエンザやノロウイルスも流行
りゅうこう

する時期
じ き

です。こまめな手洗
て あ ら

い・うがい、バランスのよい食事
しょくじ

で

風邪
か ぜ

を予防
よ ぼ う

しましょう。 

 

《 今月
こんげつ

の栄養
えいよう

目標
もくひょう

 》 

  

赤色
あかいろ

の食品
しょくひん

は体
からだ

をつくる食品
しょくひん

です。血
ち

や肉
にく

、骨
ほね

をつくります。 

 

 

 

 

  

血
ち

や肉
に く

になる赤
あ か

の食品
しょくひん

を食
た

べましょう 

昔
むかし

から日
に

本
ほん

人
じん

にとって重
じゅう

要
よう

な穀
こく

物
もつ

であるお米
こめ

をはじめ、大
だい

豆
ず

やそば、里
さと

いもなど、さまざまな作
さく

物
もつ

が収
しゅう

穫
かく

時
じ

期
き

を迎
むか

えています。各
かく

地
ち

で収
しゅう

穫
かく

を祝
いわ

うお祭
まつ

りが開
かい

催
さい

され、11月
がつ

23日
にち

には「新
にい

嘗
なめ

祭
さい

」という

伝
でん

統
とう

的
てき

な宮
きゅう

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

が行
おこな

われます。この日
ひ

は「勤
きん

労
ろう

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」として国
こく

民
みん

の祝
しゅく

日
じつ

になっています。わ

たしたちが毎日
まいにち

食
た

べている給 食
きゅうしょく

には、米
こめ

や野菜
や さ い

、肉
にく

、魚
さかな

など、いろいろな食品
しょくひん

が使
つか

われています。

わたしたちは、こうした生
い

き物
もの

の命
いのち

をいただいて、自分
じ ぶ ん

の命
いのち

を養
やしな

っているのです。そして、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は、たくさんの人
ひと

たちが関
かか

わって作
つく

られています。食事
しょくじ

を支
ささ

える人
ひと

たちに感謝
かんしゃ

し、日
ひ

々
び

の食
しょく

事
じ

を大
たい

切
せつ

にいただきましょう。 



行
ぎょう

事
じ

食
しょく

や郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

 

など、地
ち

域
いき

や日
に

本
ほん

に 

伝
つた

わる食
しょく

文
ぶん

化
か

 

 

 

11月
がつ

17日
にち

（火
か

） 小松菜
こ ま つ な

一斉
いっせい

給 食
きゅうしょく

 

 小松菜
こ ま つ な

は江戸川区
え ど が わ く

の特
とく

産品
さんひん

です。江戸
え ど

時代
じ だ い

の

将軍
しょうぐん

が 、 江戸川区
え ど が わ く

の 小松川
こまつがわ

の名前
な ま え

を と っ て

「小松菜
こ ま つ な

」と名
な

付
づ

けたといわれています。 

 この日
ひ

は、江
え

戸
ど

川
がわ

区
く

の小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に無
む

償
しょう

で小
こ

松
まつ

菜
な

が届
とど

けられます。地
ち

域
いき

で作
つく

られたものをその地
ち

域
いき

で消
しょう

費
ひ

する「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」を促
うなが

すために、小
こ

松
まつ

菜
な

を

使
つか

った 瑞
みず

江
え

地
ち

区
く

共
きょう

通
つう

献
こん

立
だて

を用
よう

意
い

します。 

  ≪献立
こんだて

≫ 

 ・小松菜
こ ま つ な

ガーリックライス 

 ・小松菜
こ ま つ な

入りポテトオムレツ 

 ・とりささみと根菜
こんさい

のサラダ 

 ・小松菜
こ ま つ な

ABCスープ 

 

11月
がつ

20
は つ

日
か

（金
きん

） 宮城県
みやぎけん

の郷土
きょうど

料理
りょうり

 

≪油
あぶら

麩
ふ

丼
どん

≫ 

  油
あぶら

麩
ふ

は、グルテン(小
こ

麦
むぎ

粉
こ

と水
みず

を練
ね

って洗
あら

い流
なが

した際
さい

に出
で

来
き

るもの)に小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を加
くわ

え、棒
ぼう

状
じょう

にし

て油
あぶら

で揚
あ

げたものです。油
あぶら

麩
ふ

丼
どん

は、宮
みや

城
ぎ

県
けん

の

旅館
りょかん

の女将
お か み

が考案
こうあん

した料理
りょうり

で、全国的
ぜんこくてき

にも知
し

られ

ています。 

≪呉
ご

汁
じる

≫ 

  宮城県
みやぎけん

は、日本
にっぽん

の中
なか

でも大豆
だ い ず

の生産量
せいさんりょう

が多
おお

い

地域
ち い き

です。その大豆
だ い ず

をすりつぶし、野菜
や さ い

などの具
ぐ

とともに煮
に

込
こ

んだ、みそ仕
じ

立
た

ての汁
しる

物
もの

です。 

 

 

11月
がつ

21日
にち

（土
ど

） 世界
せ か い

の料理
りょうり

・ドイツ 

≪ヒューナーフリカッセ≫ 

  ドイツの家
か

庭
てい

などで親
した

しまれている、鶏
とり

肉
にく

を使
つか

ったクリーム煮
に

です。ご飯
はん

にかけたり、添
そ

えたり

して食
た

べるのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。 

≪ブラートカルトフェルン≫ 

  一口
ひとくち

サイズのじゃがいもを、油
あぶら

を使
つか

ってじっ

くり焼
や

いたシンプルな料
りょう

理
り

です。じゃがいもの

生
せい

産
さん

量
りょう

が多
おお

いドイツで親
した

しまれています。

給 食
きゅうしょく

では調理
ちょうり

の都合上
つごうじょう

、炒
いた

めて提
てい

供
きょう

します。 

 

11月
がつ

25日
にち

（水
すい

） 和食
わしょく

の日
ひ

 

私
わたし

たち日
に

本
ほん

人
じん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な食
しょく

文
ぶん

化
か

である「和
わ

食
しょく

」

は、2013年
ねん

にユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されま

した。毎
まい

年
とし

11月
がつ

24日
か

は和
わ

食
しょく

文
ぶん

化
か

国
こく

民
みん

会
かい

議
ぎ

が定
さだ

め

る「和
わ

食
しょく

の日
ひ

」、そして、11月
がつ

は農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

が「和
わ

食
しょく

月
げっ

間
かん

」と位
い

置
ち

付
づ

けています。学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

では、ご

飯
はん

を中
ちゅう

心
しん

に、だしのうま味
み

を生
い

かした汁
しる

物
もの

や旬
しゅん

の

食
しょく

材
ざい

を使
つか

った料
りょう

理
り

を取
と

り入
い

れるのはもちろん、年
ねん

間
かん

を通
とお

して行
ぎょう

事
じ

食
しょく

や郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

を提
てい

供
きょう

し、「和
わ

食
しょく

」文
ぶん

化
か

に触
ふ

れる機
き

会
かい

を大
たい

切
せつ

にしています。 

特
とく

 別
べつ

 給
きゅう

 食
しょく

 

「ご飯
はん

・汁
しる

物
もの

・おかず」 

を組
く

み合
あ

わせた、栄
えい

養
よう

 

バランスのよい食
しょく

事
じ

 

「いただきます」 「ごちそうさま」 

のあいさつから生
う

まれる感
かん

謝
しゃ

の 

気
き

持
も

ち 


